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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　その表面に剥離剤層を形成した台紙と、
　　その裏面に粘着剤層を形成してこの台紙上に仮着するラベル片と、を有する表示用ラ
ベルにおけるこのラベル片の表面に、ＧＨＳ（化学品の分類および表示に関する世界調和
システム）にもとづいて分類された危険有害性のある化学品に関する特定情報を印字して
、この化学品の容器にこのラベル片を貼り付けるようにする表示用ラベル印字システムで
あって、
前記表示用ラベルは、前記台紙の裏面に前記表示用ラベルの種類をＧＨＳにもとづくコー
ドであることを示すラベル種管理コードがあらかじめ印刷されているとともに、このラベ
ル種管理コードは光学的にも視覚的にも識別可能であり、
　　前記ラベル種管理コードを光学的に読み取り可能とするコード読取り部と、
前記ラベル片への前記特定情報の印字の際に、前記コード読取り部で読み取った前記ラベ
ル種管理コードを前記特定情報と照合する制御部と、を有することを特徴とする表示用ラ
ベル印字システム。
【請求項２】
　　前記制御部は、前記物質に関する前記特定情報を表示可能な表示部を制御可能である
とともに、
　　この表示部に、前記表示用ラベルにおける前記ラベル片の印字前の画像を目視可能に
表示することを特徴とする請求項１記載の表示用ラベル印字システム。
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【請求項３】
　　その表面に剥離剤層を形成した帯状の台紙と、
　　その裏面に粘着剤層を形成してこの台紙上に仮着するラベル片と、を有する表示用ラ
ベルにおけるこのラベル片の表面に、ＧＨＳ（化学品の分類および表示に関する世界調和
システム）にもとづいて分類された危険有害性のある化学品に関する特定情報を印字して
、この化学品の容器にこのラベル片を貼り付けるようにする表示用ラベルのプリンターで
あって、
前記表示用ラベルは、前記台紙の裏面に前記表示用ラベルの種類をＧＨＳにもとづくコー
ドであることを示すラベル種管理コードがあらかじめ印刷されているとともに、このラベ
ル種管理コードは光学的にも視覚的にも識別可能であり、
前記ラベル種管理コードを光学的に読み取り可能とするコード読取り部と、
前記ラベル片への前記特定情報の印字の際に、前記コード読取り部で読み取った前記ラベ
ル種管理コードを前記特定情報と照合する制御部と、を有することを特徴とする表示用ラ
ベルのプリンター。
【請求項４】
前記コード読取り部は、前記表示用ラベルのラベル供給部にこれを設け、
　　前記表示用ラベルをこのラベル供給部に装填したときに、前記コード読取り部におい
て前記ラベル種管理コードを読み取り可能とすることを特徴とする請求項３記載の表示用
ラベルのプリンター。
【請求項５】
　　その表面に剥離剤層を形成した帯状の台紙と、
　　その裏面に粘着剤層を形成してこの台紙上に仮着するラベル片と、を有する表示用ラ
ベルであって、
　前記ラベル片の表面に、ＧＨＳ（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）
にもとづいて分類された危険有害性のある化学品に関する特定情報を印字して、この化学
品の容器にこのラベル片を貼り付け可能とするとともに、
　　前記台紙の裏面に前記表示用ラベルの種類をＧＨＳにもとづくコードであることを示
し、光学的にも視覚的にも識別可能なラベル種管理コードをあらかじめ印刷し、
　　前記ラベル片への前記特定情報の印字の際に、このラベル種管理コードと、前記ラベ
ル片への前記特定情報と、の照合を実行可能とすることを特徴とする表示用ラベル。
【請求項６】
　　前記ラベル種管理コードは、当該表示用ラベルの種類を識別可能なバーコードを含む
ことを特徴とする請求項５記載の表示用ラベル。
【請求項７】
前記ラベル種管理コードは、前記ラベル片に対応する前記台紙の裏面にこれを設けてある
ことを特徴とする請求項５記載の表示用ラベル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
    本発明は表示用ラベル印字システム、そのプリンターおよび表示用ラベルにかかるも
ので、とくに危険あるいは有害な化学物質ないし化学品などについてその特定情報を表示
するための表示用ラベル印字システム、そのプリンターおよび表示用ラベルに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
    化学品については、化学品の分類及び表示に関する世界調和システム（ＧＨＳ：Ｇｌ
ｏｂａｌｌｙ　Ｈａｒｍｏｎｉｚｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ　ａｎｄ　Ｌａｂｅｌｌｉｎｇ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）にしたがって、世界的
に統一したルールにもとづいて化学品をその危険有害性ごとに分類し、その情報（特定情
報）をラベル（表示用ラベル）に表示することが必要である。



(3) JP 5132245 B2 2013.1.30

10

20

30

40

50

　　また、製造物責任法（ＰＬ法：Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｌｉａｂｉｌｉｔｙ法）などにより
所定の製品ないし化学物質についてそれぞれの特定情報を表示することが義務付けられて
いる。
【０００３】
　　図６は、上記特定情報を印字する前の表示用ラベル１を示す平面図、図７は、ある化
学品について特定情報を印字した状態の表示用ラベル１Ａの平面図である。
　　表示用ラベル１は、帯状の台紙２と、複数枚のラベル片３と、を有し、台紙２の表面
に剥離剤層４を形成しているとともに、ラベル片３の裏面に粘着剤層５を形成して台紙２
上に仮着している。
　　図６に示すように、ラベル片３の表面には、危険有害性についての、上記統一ルール
にしたがった、たとえば菱形の特定枠６をあらかじめ赤色などにより印刷してある。
　　図７に示すように、ラベル片３の表面に、所定の化学物質に関する一般的な説明やロ
ットナンバーおよび製品ナンバーはもちろん安全対策や救急措置なども含む特定情報７を
印字するとともに、この特定枠６内に統一ルールにしたがった、たとえば危険ないし有害
であることを象徴的に表すような文字ないし図形８を印字して表示用ラベル１Ａとし、台
紙２からラベル片３を剥がして、この化学物質の容器（図示せず）にラベル片３を貼り付
けて表示する。
【０００４】
　　当該表示用ラベル１は一般的には、これをロール状に巻回して所定のプリンター（図
示せず）に装填するが、そのロール形態が裏巻きの場合には、ラベル片３の特定枠６など
が見えない場合がある。「裏巻き」とは、ロール状に巻いた状態で台紙２に対してラベル
片３がロールの内周側に位置する巻き方である。
　　したがって、裏巻きの場合には、ラベル片３の表側の予備的な印字内容とくにその特
定枠６を目視かつ識別することができず、プリンターへの装填間違いなどの危険性がある
という問題がある。
　　それぞれの化学品は、それぞれの特定情報７にしたがったレイアウトおよび特定枠６
が定められているために、この特定枠６が相違すると、間違った情報を印字してしまうこ
とになってラベルロスはもちろん、安全かつ適正な情報表示ができなくなるという問題が
ある。
　　さらに、とくにＧＨＳなど世界統一ルールにもとづく分類では、化学品が多種類にわ
たるため、どの製品がどの表示用ラベル１の表面印字内容（たとえば特定枠６）と合致す
るのかの管理および運用が煩雑になるという問題がある。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２１９８１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　　本発明は以上のような諸問題にかんがみなされたもので、とくに化学品ないし化学物
質について、その表示用ラベルの管理および運用を簡略化かつ確実化することができる表
示用ラベル印字システム、そのプリンターおよび表示用ラベルを提供することを課題とす
る。
【０００７】
　　また本発明は、表示用ラベルへの印字内容（特定情報）と、その表示用ラベルと、の
合致を図って、安全かつ適正な情報表示を可能とした表示用ラベル印字システム、そのプ
リンターおよび表示用ラベルを提供することを課題とする。
【０００８】
　　また本発明は、とくに表示用ラベルが裏巻き状態の場合であっても、表示用ラベル自
体と内容との一致を確実化することができる表示用ラベル印字システム、そのプリンター
および表示用ラベルを提供することを課題とする。
【０００９】
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　　また本発明は、とくに表示用ラベルが裏巻き状態の場合であっても、プリンターへの
装填間違いがないようにした表示用ラベル印字システム、そのプリンターおよび表示用ラ
ベルを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　　すなわち本発明は、表示用ラベル自体を認識するためのラベル種管理コードを台紙に
印刷しておくこと、すなわち、台紙の裏面側にバーコードなどによるラベル種管理コード
をあらかじめ印刷して特定ないし識別可能とし、このラベル種管理コードをバーコードス
キャナーなどにより読み取ることによって、印字しようとする化学物質の特定情報と照合
可能とすることに着目したもので、第一の発明は、その表面に剥離剤層を形成した台紙と
、　　その裏面に粘着剤層を形成してこの台紙上に仮着するラベル片と、を有する表示用
ラベルにおけるこのラベル片の表面に、ＧＨＳ（化学品の分類および表示に関する世界調
和システム）にもとづいて分類された危険有害性のある化学品に関する特定情報を印字し
て、この化学品の容器にこのラベル片を貼り付けるようにする表示用ラベル印字システム
であって、上記表示用ラベルは、上記台紙の裏面に上記表示用ラベルの種類をＧＨＳにも
とづくコードであることを示すラベル種管理コードがあらかじめ印刷されているとともに
、このラベル種管理コードは光学的にも視覚的にも識別可能であり、上記ラベル種管理コ
ードを光学的に読み取り可能とするコード読取り部と、上記ラベル片への上記特定情報の
印字の際に、上記コード読取り部で読み取った上記ラベル種管理コードを上記特定情報と
照合する制御部と、を有することを特徴とする表示用ラベル印字システムである。
【００１１】
　　第二の発明は、その表面に剥離剤層を形成した帯状の台紙と、その裏面に粘着剤層を
形成してこの台紙上に仮着するラベル片と、を有する表示用ラベルにおけるこのラベル片
の表面に、ＧＨＳ（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）にもとづいて分
類された危険有害性のある化学品に関する特定情報を印字して、この化学品の容器にこの
ラベル片を貼り付けるようにする表示用ラベルのプリンターであって、上記表示用ラベル
は、上記台紙の裏面に上記表示用ラベルの種類をＧＨＳにもとづくコードであることを示
すラベル種管理コードがあらかじめ印刷されているとともに、このラベル種管理コードは
光学的にも視覚的にも識別可能であり、上記ラベル種管理コードを光学的に読み取り可能
とするコード読取り部と、上記ラベル片への上記特定情報の印字の際に、上記コード読取
り部で読み取った上記ラベル種管理コードを上記特定情報と照合する制御部と、を有する
ことを特徴とする表示用ラベルのプリンターである。
【００１２】
　第三の発明は、その表面に剥離剤層を形成した帯状の台紙と、その裏面に粘着剤層を形
成してこの台紙上に仮着するラベル片と、を有する表示用ラベルであって、上記ラベル片
の表面に、ＧＨＳ（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）にもとづいて分
類された危険有害性のある化学品に関する特定情報を印字して、この化学品の容器にこの
ラベル片を貼り付け可能とするとともに、上記台紙の裏面に上記表示用ラベルの種類をＧ
ＨＳにもとづくコードであることを示し、光学的にも視覚的にも識別可能なラベル種管理
コードをあらかじめ印刷し、上記ラベル片への上記特定情報の印字の際に、このラベル種
管理コードと、上記ラベル片への上記特定情報と、の照合を実行可能とすることを特徴と
する表示用ラベルである。
【００１３】
上記制御部は、上記物質に関する上記特定情報を表示可能な表示部を制御可能であるとと
もに、この表示部に、上記表示用ラベルにおける上記ラベル片の印字前の画像を目視可能
に表示することができる。

【００１４】
　　上記ラベル種管理コードを読み取り可能なコード読取り部を有することができる。
【００１５】
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　　上記コード読取り部は、上記表示用ラベルのラベル供給部にこれを設け、上記表示用
ラベルをこのラベル供給部に装填したときに、上記コード読取り部において上記ラベル種
管理コードを読み取り可能とすることができる。
【００１６】
　　上記ラベル種管理コードは、当該表示用ラベルの種類を識別可能なバーコードを含む
ことができる。
【００１７】
　　上記ラベル種管理コードは、上記ラベル片に対応する上記台紙の裏面にこれを設けて
あることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　　本発明による表示用ラベル印字システム、そのプリンターおよび表示用ラベルにおい
ては、台紙の裏面側にバーコードなどによるラベル種管理コードをあらかじめ印刷し、こ
のラベル種管理コードをバーコードスキャナーなどにより読み取ることによって、印字し
ようとする化学物質などの特定情報と照合可能としたので、表示用ラベルへの印字内容と
、表示用ラベル自体との不一致を未然に防止可能である。
【００１９】
　　とくに第一の発明による表示用ラベル印字システムによれば、台紙の裏面に表示用ラ
ベルの種類を識別可能なラベル種管理コードをあらかじめ印刷するとともに、ラベル片へ
の特定情報の印字の際に、このラベル種管理コードと、ラベル片への特定情報と、の照合
を行うようにしたので、それぞれの化学物質などに応じて、正しい特定情報を表示したラ
ベル片をその容器に貼り付けることができる。
【００２０】
　　とくに第二の発明によるプリンターによれば、台紙の裏面にあらかじめ印刷してある
表示用ラベルの種類を識別可能なラベル種管理コードを読み取り可能なコード読取り部を
有するとともに、ラベル片への特定情報の印字の際に、このラベル種管理コードと、ラベ
ル片への特定情報と、の照合を実行可能とするようにしてあるので、表示用ラベルの装填
ミスを防止可能である。
【００２１】
　　とくに第三の発明による表示用ラベルによれば、台紙の裏面に表示用ラベルの種類を
識別可能なラベル種管理コードをあらかじめ印刷し、ラベル片への特定情報の印字の際に
、このラベル種管理コードと、ラベル片への特定情報と、の照合を実行可能としたので、
プリンターへの装填ミスを防止可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　　本発明は、台紙の裏面にあらかじめ印刷したバーコードなどによるラベル種管理コー
ドを読み取ることにより、システムないしプリンター側において照合可能としたので、表
示用ラベルの印字の際に表示用ラベル自体と、表示すべき特定情報や文字ないし図形など
の内容と、の取り違いを確実に防止し、とくに危険有害な化学物質などについて、安全か
つ確実な表示用ラベルの管理、運用および情報表示が可能な表示用ラベル印字システム、
そのプリンターおよび表示用ラベルを実現した。
【実施例】
【００２３】
　　つぎに本発明の実施例による表示用ラベル印字システム１０、そのプリンター１１お
よび表示用ラベル１２を図１ないし図５にもとづき説明する。ただし、図６および図７と
同様の部分には同一符号を付し、その詳述はこれを省略する。
　　図１は、表示用ラベル印字システム１０の概略側面図であって、表示用ラベル印字シ
ステム１０は、プリンター１１と、制御部１３と、表示部１４と、入力部１５と、を有す
る。
　　プリンター１１は、表示用ラベル１２の供給部１６と、コード読取り部１７と、位置
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検出部１８と、印字部１９と、切断部２０と、を有する。
【００２４】
　　表示用ラベル１２は、その基本的な構造は、前記表示用ラベル１（図６）と同じであ
って、台紙２の表面に複数枚のラベル片３を仮着したものであるが、その裏面にラベル種
管理コード２１をあらかじめ印刷してある。
　　図２は、表示用ラベル１２の裏面（台紙２の裏面）を示す説明図で、バーコードによ
るラベル種管理コード２１と、人間が視認可能な数字によるラベル種管理コード２１Ａと
、ＧＨＳにもとづくコードであることを示すラベル種管理コード２１Ｂと、ラベル特性表
示欄２２と、位置検出用マーク２３と、をあらかじめ印刷してある。
　　なお、ラベル片３が大きな面積を有する場合が多いので、台紙２を剥がし易いように
分割用スリット２４を設けている。
【００２５】
　　ラベル種管理コード２１は、表示用ラベル１２の種類を光学的に識別可能なバーコー
ドや二次元コードなどからこれを構成し、ラベル片３に対応する台紙２の裏面にこれを設
けてあり、ラベル片３への特定情報７の印字の際に、制御部１３がこのラベル種管理コー
ド２１と、ラベル片３への特定情報７と、の照合を行うことを可能としている。
　　数字によるラベル種管理コード２１Ａは、バーコードによるラベル種管理コード２１
と同じ情報をコード化しており、万が一ラベル種管理コード２１を光学的に読み取れない
場合にも対応することができるように、作業者がこれを視認可能としている。
　　ラベル種管理コード２１Ｂは、このコードの分類がＧＨＳにもとづくものであること
を示している。
　　ラベル特性表示欄２２は、この表示用ラベル１２が溶剤に対して耐性を有するもので
あることを示す「耐溶剤ラベル」の表示を行っている。
　　位置検出用マーク２３は、位置検出部１８によりこれを検出し、印字部１９における
印字のタイミングを検出するためのマークである。
【００２６】
　　制御部１３は、各種画面を表示可能な表示部１４、および各種データを入力する入力
部１５を制御可能である。
　　表示部１４は、物質に関する特定情報を入力して表示するためのラベル発行画面２７
（図４）、および表示用ラベル１２におけるラベル片３の印字前の画像（ラベル画像表示
欄３６、図４にもとづき後述）を目視可能に表示する。
【００２７】
　　供給部１６は、帯状の表示用ラベル１２をロール状に、ただし、台紙２の裏面側のバ
ーコードによるラベル種管理コード２１がコード読取り部１７に対向可能に保持して、位
置検出部１８、印字部１９方向に帯状に繰り出し可能とする。
【００２８】
　　コード読取り部１７は、バーコードスキャナーなどを有し、ラベル種管理コード２１
を読み取り可能とする。
　　なお、このコード読取り部１７は、作業者が手動でこれを操作してもよいし、表示用
ラベル１２のラベル供給部１６の所定部位に固定的にこれを設け、表示用ラベル１２をこ
のラベル供給部１６に装填したときに、その裏面側のラベル種管理コード２１を読み取り
可能とすることもできる。
【００２９】
　　印字部１９は、サーマルヘッド２５およびプラテンローラー２６を有し、サーマルヘ
ッド２５に特定情報７および文字ないし図形８（図７）の印字データを供給して、プラテ
ンローラー２６の回転駆動による表示用ラベル１２の移送とともに、表示用ラベル１２の
ラベル片３上に印字を行う。
【００３０】
　　切断部２０は、表示用ラベル１２を所定ピッチで切断して、単葉の表示用ラベル１２
（ラベル片３）とする。
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　　なお、必要ならば、印字部１９の下流側にラベル剥離部（図示せず）を設けて、台紙
２からラベル片３を剥離可能とすることもできる。
【００３１】
　　図３は、表示用ラベル印字システム１０の操作手順を示すフローチャート図であって
、制御部１３が制御する表示部１４の画面においてラベル発行システムを起動して（ステ
ップＳ１）、ステップＳ２において、印字しようとする化学品の製品コードを入力する。
　　この製品コードは、製品について各種の情報を保存している製品マスターなどのデー
タベースからそのデータを得るものとする。
【００３２】
図４は、表示部１４のディスプレイ上におけるラベル発行システムの画面２７の説明図で
、図３における上記ステップＳ２での製品コードの入力、ステップＳ３でのロットナンバ
ーの入力、ステップＳ４での製品ナンバーの入力、およびステップＳ５での発行枚数の入
力のためのそれぞれのデータ入力用窓部を表示している。
　　すなわち、ラベル発行システムの画面２７には、前記特定情報を入力するために必要
な、製品コード入力用窓部２８および製品名称入力用窓部２９と、ネット重量入力用窓部
３０と、ロットナンバー入力用窓部３１と、製品ナンバー入力用窓部３２と、発行枚数入
力用窓部３３と、を表示している。
　　また、製品コード入力用窓部２８ないし製品名称入力用窓部２９へのデータ入力によ
り、印字をすべきラベル種（ラベル種管理コード２１、２１Ａ、２１Ｂ）を表示するラベ
ル種表示欄３４を表示している。
【００３３】
　　さらに、発行ボタン３５を設けるとともに、表示用ラベル１２におけるラベル片３の
印字前の画像を目視可能に表示するラベル画像表示欄３６を設けている。
　　このラベル画像表示欄３６には、前記特定枠６（図６）をあらかじめ印刷してある表
示用ラベル１２（ラベル片３）を画像サンプルとして表示し、図４のラベル発行システム
の画面２７において入力した製品コード「１０１」のＧＨ酢酸ブチルＥＬには、この特定
枠６をあらかじめ印刷してある（かつバーコードによるラベル種管理コード２１で特定さ
れる）表示用ラベル１２を使用して印字することを明示し、たとえば「表示のラベルをプ
リンターにセットしてください。」との注意書き３７を表示する。
　　なお、このラベル画像表示欄３６を設けておくことにより、万が一、コード読取り部
１７あるいはその他の機材が損傷ないし障害があっても、表示部１４において作業者が目
視により正しい表示用ラベル１２を認識して運用可能である。
【００３４】
　　図３に戻り、ステップＳ６において、台紙２の裏面のラベル種管理コード２１をコー
ド読取り部１７により読み取って制御部１３にラベル種管理コード２１を入力する。
　　なお、コード読取り部１７を供給部１６に設けずに、印字操作者が手動操作する場合
には、第１の発行画面３８Ａ（図５）において、表示用ラベル１２（台紙２）のバーコー
ドによるラベル種管理コード２１を読み取りを指示するように、「ラベルのバーコードを
スキャンしてください。」などの指示が表示される。
【００３５】
　　ステップＳ７において、プリンター１１に実装（装填）されている表示用ラベル１２
が制御部１３において入力した製品に対応したラベル種であるかの照合を行い、照合の結
果、表示用ラベル１２に間違いがなければ、ステップＳ８において印字部１９による印字
発行を行う。
　　照合の結果、間違っていれば、プリンター１１の供給部１６に表示用ラベル１２を正
しい表示用ラベル１２に装填し直して、再度のステップＳ６を行う。
【００３６】
　　図５は、図３におけるステップＳ６およびステップＳ７の操作を説明するための発行
画面３８の説明図であって、図４における発行ボタン３５を押してラベル発行操作を行う
と、第１の発行画面３８Ａにおいて、表示用ラベル１２（台紙２）のバーコードによるラ
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ベル種管理コード２１を読み取り結果を表示し、ＯＫであれば、第２の発行画面３８Ｂに
変わって、表示の指示にしたがって、「テスト印字」、「全発行」あるいは「キャンセル
」を選択する。同様に第３の発行画面３８Ｃにおいて、「全発行」あるいは「キャンセル
」を選択し、ラベル発行を行う。
　　第１の発行画面３８Ａで、正しい表示用ラベル１２が供給部１６に装填されてない場
合には、第４の発行画面３８Ｄにおいて、正しい表示用ラベル１２をセットするように指
示を表示する。
　　なお、表示用ラベル１２の供給部１６にコード読取り部１７を設けて自動的にバーコ
ードによるラベル種管理コード２１を読み取るように構成する場合には、図５における第
１の発行画面３８Ａを省略して、第２の発行画面３８Ｂあるいは第４の発行画面３８Ｄに
移行する。
【００３７】
　　かくして、多品種の化学品その他の物質などに対して表示用ラベル１２の適正な選択
および確認作業を簡素化することができ、表示用ラベル１２の掛け間違いを防止して、法
規に則った正しい表記を実現可能であるとともに、リスクの解消およびラベルロスを回避
することができる。
　　すなわち、表示用ラベル１２を供給部１６に装填する前に表示用ラベル１２が正しい
か否か、あるいは供給部１６に装填されている表示用ラベル１２を正しいものか否か、を
判別することができるので、異なった表示用ラベル１２の装填ミスを未然に防止可能であ
って、とくに危険有害な物質についての表示を行う場合に万全を期すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施例による表示用ラベル印字システム１０、およびそのプリンター１
１の概略側面図である。
【図２】同、表示用ラベル１２の裏面（台紙２の裏面）を示す説明図である。
【図３】同、表示用ラベル印字システム１０の操作手順を示すフローチャート図である。
【図４】同、表示部１４のディスプレイ上におけるラベル発行システムの画面２７の説明
図である。
【図５】同、図３におけるステップＳ６およびステップＳ７の操作を説明するための発行
画面３８の説明図である。
【図６】従来の、特定情報を印字する前の表示用ラベル１を示す平面図である。
【図７】同、ある化学品について特定情報を印字した状態の表示用ラベル１Ａの平面図で
ある。
【符号の説明】
【００３９】
　１　表示用ラベル（従来、図６）
　１Ａ　表示用ラベル（図７）
　２　台紙
　３　ラベル片
　４　剥離剤層
　５　粘着剤層
　６　特定枠
　７　特定情報
　８　文字ないし図形
１０　表示用ラベル印字システム（実施例、図１）
１１　プリンター（実施例、図１）
１２　表示用ラベル（実施例、図２）
１３　制御部
１４　表示部
１５　入力部
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１６　供給部
１７　コード読取り部
１８　位置検出部
１９　印字部
２０　切断部
２１　バーコードによるラベル種管理コード
２１Ａ　数字によるラベル種管理コード
２１Ｂ　ＧＨＳにもとづくコードであることを示すラベル種管理コード
２２　ラベル特性表示欄
２３　位置検出用マーク
２４　分割用スリット
２５　サーマルヘッド
２６　プラテンローラー
２７　ラベル発行システムの画面（図４）
２８　製品コード入力用窓部
２９　製品名称入力用窓部
３０　ネット重量入力用窓部
３１　ロットナンバー入力用窓部
３２　製品ナンバー入力用窓部
３３　発行枚数入力用窓部
３４　ラベル種表示欄
３５　発行ボタン
３６　ラベル画像表示欄
３７　注意書き
３８　発行画面（図５）
３８Ａ　第１の発行画面
３８Ｂ　第２の発行画面
３８Ｃ　第３の発行画面
３８Ｄ　第４の発行画面
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